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1. 第8次行政改革大綱について
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2. 今後のスケジュールについて
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①成果指標・進捗管理指標の追加・修正
（大綱（案）p.8, p.10-13）

• 極端な目標値の設定ではなく、一定の根拠に基づく現実
的な目標値としてはどうか

• 「ふるさと納税等による自主財源確保額」は、市民の他
自治体への寄附による影響額も考慮すべきではないか

• 「課題解決に挑戦できている」の「挑戦」の表現が曖昧
であり、「取り組んでいる」に修正してはどうか

• 「過労死認定の目安」の表記が不適切であり、第7次大綱
と同様の「1人あたり時間外勤務時間」にしてはどうか

• 「オンライン申請可能な手続の割合」は、市民の利用状
況がわかる指標としてはどうか

• 「行政運営における市民満足度」だけでなく、行政の直
接的な取組の成果指標も設定してはどうか
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② 重点目標2「組織力の向上」の記載内容の修正
（大綱（案）p.9）

• 「深刻化」のかかる部分が不明瞭ではないか
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⚫成果指標

行財政運営における市民満足度

【目標値】
75％（令和7年調査時63.2％）※前回提示：80％

【設定根拠】
過去の実績からの予測値を基に目標値を設定

『安城市市民アンケート調査』より
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⚫成果指標

行財政運営における市民満足度

（参考）
安城市市民アンケートの設問と選択肢



（1）7/30審議会における意見について

1.第8次行政改革大綱について 6

⚫進捗管理指標

実施項目①事務事業の最適化

【進捗管理指標】
行革効果額

➡目標値：累計27億円※前回提示：累計25億円

【設定根拠】
過去の実績からの予測値の累計を目標値に設定
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⚫進捗管理指標

実施項目②財源の確保

【進捗管理指標】
ふるさと納税等による自主財源確保額

➡目標値：累計22億円※前回提示：年間5億円

【設定根拠】
過去の実績からの予測値の累計を目標値に設定
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⚫進捗管理指標

実施項目③公共施設・資産の有効活用

【進捗管理指標】
Ⅰ.予防保全実施率

➡目標値：毎年度100％※前回提示：100％

【設定根拠】
保全計画に基づく予防保全の着実な実施を前提として
目標値を設定

健全な
行財政運営

組織力の
向上

ＤＸの
推進
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⚫進捗管理指標

実施項目③公共施設・資産の有効活用

【進捗管理指標】
Ⅱ.低未利用地の処分件数

➡目標値：累計5件※前回提示：5件

【設定根拠】
第7次大綱計画期間中の処分実績（2件）に基づき設定

健全な
行財政運営

組織力の
向上

ＤＸの
推進
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⚫進捗管理指標

実施項目④人材の育成・活用

【進捗管理指標】
課題解決に取り組んでいる職員の割合

➡目標値：90％※前回提示：100％

【設定根拠】
継続的な人材の育成・活用を通じて、R8年度実績の
84.0％からの向上を目指し、目標値を設定

（参考）

職員満足度調査の設問と選択肢
設 問：あなたは、日々の業務の中で、課題解決に

向けて取り組んでいますか。

選択肢：そう思う ややそう思う
あまりそう思わない そう思わない

健全な
行財政運営

組織力の
向上

ＤＸの
推進
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⚫進捗管理指標

実施項目⑤働きやすい職場環境の整備

【進捗管理指標】
Ⅰ.月に100時間又は2か月から6か月の間で

平均80時間を超える時間外勤務を行った職員数

➡目標値：0人※前回提示：0人

【設定根拠】
健康被害の未然防止は組織の責務であることから、該
当職員を生じない環境整備を強く意識するため、目標
値を設定

健全な
行財政運営

組織力の
向上

ＤＸの
推進
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⚫進捗管理指標

実施項目⑤働きやすい職場環境の整備

【進捗管理指標】
Ⅱ.職場への貢献意欲をもつ職員の割合

➡目標値：毎年度90％以上※前回提示：100％

【設定根拠】
R8年度実績は90％を超える高い水準にあることから、
継続的な職場環境の改善を通じて、引き続き90％以上
の維持を目標値に設定

（参考）

職員満足度調査の設問と選択肢
設 問：あなたは、現在の仕事や組織に対して、貢

献したいと思いますか。
選択肢：そう思う ややそう思う

あまりそう思わない そう思わない

健全な
行財政運営

組織力の
向上

ＤＸの
推進
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⚫進捗管理指標

実施項目⑥市民目線のデジタル活用

【進捗管理指標】
Ⅰ.オンライン申請可能な手続の割合

➡目標値：50％※前回提示：50％

【設定根拠】
過去の実績からの予測値を基に、より積極的な取組に
よる上積みを見込み、予測値の1.5倍を目標値に設定

実績 予測
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⚫進捗管理指標

実施項目⑥市民目線のデジタル活用

【進捗管理指標】
Ⅱ.デジタルデバイド解消に向けた事業に対する満足度

➡目標値：毎年度90％以上※前回提示：100％

【設定根拠】
今後、事業手法の見直しにより数値が変動する可能性
があるものの、過去の実績と同様の高い水準の維持を
目指し、目標値を設定

健全な
行財政運営

組織力の
向上

ＤＸの
推進
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⚫進捗管理指標

実施項目⑦デジタルファーストへの変革

【進捗管理指標】
Ⅰ.文書管理システムによる電子決裁率

➡目標値：80％※前回提示：100％

【設定根拠】
過去の実績からの予測値を基に、より積極的な取組に
よる上積みを見込み、予測値の1.5倍を目標値に設定
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⚫進捗管理指標

実施項目⑦デジタルファーストへの変革

【進捗管理指標】
Ⅱ.生成AIを利活用している職員の割合

➡目標値：85％※前回提示：100％

【設定根拠】
R7.3末時点では、56.2％の職員が利活用しており、よ
り一層の推進を見込み、現状値の1.5倍を目標値に設定

健全な
行財政運営

組織力の
向上

ＤＸの
推進
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重点
目標

実施項目 進捗管理指標 R7現状値 目標値

健
全
な
行
財
政

運
営

①事務事業の最適化 行革効果額 約4.8億円 累計27億円

②財源の確保 ふるさと納税等による自主財源確保額 約3.8億円 累計22億円

③公共施設・資産の
有効活用

予防保全実施率 100％ 毎年度100％

低未利用地の処分件数 0件 累計5件

組
織
力
の

向
上

④人材の育成・活用 課題解決に取り組んでいる職員の割合 84.0％
※R8現状値

90％

⑤働きやすい職場
環境の整備

月に100時間又は2か月から6か月の間で平均
80時間を超える時間外勤務を行った職員数

60人 0人

職場への貢献意欲をもつ職員の割合 90.6％
※R8現状値

毎年度90％以上

Ｄ
Ｘ
の
推
進

⑥市民目線のデジタ
ル活用

オンライン手続ができる市役所手続の割合 16.1％ 50％

デジタルデバイド解消に向けた事業に
対する満足度

91.6％ 毎年度90％以上

⑦デジタルファース
トへの変革

文書管理システムによる電子決裁率 41.3% 80％

生成AIを利活用している職員の割合 56.2％ 85％

⚫進捗管理指標（まとめ）
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職員の働き方に対する価値観の多様化や人材不足が深刻化する中、高度化・複雑化す
る行政課題に対応するには、組織力の向上を図る必要がある。
柔軟な思考力と果敢な行動力をもった職員の育成、働きやすい職場環境の整備などに
より、組織一丸となった業務遂行が可能な自治体を目指す。

2 . 組 織 力 の 向 上

職員の働き方に対する価値観の多様化や、人材不足の深刻化が進む中、高度化・複雑
化する行政課題に対応するには、組織力の向上を図る必要がある。
柔軟な思考力と果敢な行動力をもった職員の育成、働きやすい職場環境の整備などに
より、組織一丸となった業務遂行が可能な自治体を目指す。

2 . 組 織 力 の 向 上

⚫重点目標
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① 全体的な記載内容
修正箇所を「赤字+黄背景」で表示

② 成果指標
案p.8（本スライドNo.4）

③ 重点目標
案p.9 （本スライドNo.17）

④ 実施項目・進捗管理指標
案p.10-13（本スライドNo.5-15）



日程 行事等 内容

R8.11.9 行政改革審議会 大綱案の提示・審議

R9.1.13 行政改革審議会
パブリックコメント案の提示・審議
【パブコメ案の確定】

R9.3.1～
R9.3.31

パブリックコメント

R9.4 行政改革審議会
パブリックコメントの結果報告
【答申】

R9.5.1～ 第8次大綱スタート

2.今後のスケジュールについて 20


